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子供と創る「学びのひとりだち」 

 

 

｢学びのひとりだち｣とは、 児童一人一人が｢学びの

主体｣となり、「自律した学び」を展開することである。

｢学びのひとりだち｣により、 児童は｢自らの目的や力

に合わせ、自己の目指す学びを選択し、友達と共に学

びを深めていく｣。その中で、｢自らの学び方のめあてを

もち、学びの状況を自覚し、 自己の学びを調整・修正

しながら、自らの学びを確立していく｣ことができる。 

 

我々は、研究主題の具現化に向けて、授業改善を研

究の核として、児童主体の「学習活動の展開の在り

方」、児童個々の学びの成立に向けた「学び方指導・

支援の在り方」等について実践を積み重ね、授業研究

による授業力向上への取組を進めてきた。 

 

１ 授業づくり（学習活動の視点） 

学習が、個別最適な学びと協働的な学びが一体化し、児童個々の主体性に培われた学びとなるよう

に、以下の視点をもとに授業づくりを進める。 

（１）「単元ガイダンス」による単元ゴールへの見通しと単元末の自己（児童）のイメージ化の促進  

（２）「家庭学習」と関連を図った学習過程の工夫 

（３）「学び方の選択」を生かした個別最適な学びを生む課題解決時における指導・支援の展開  

（４）「学び直し」のある学習のまとめと振り返りを促進する指導・支援の展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究の概要 

 
～主体的に学び続ける児童の育成～ 

 

【 研究主題 】 

【研究主題具現化に向けた構想】 



 
研究の概要 

２ 学び方づくり（教科等横断的な視点）                      

探究的な学習を通した児童個々の主体的な学びを創出する総合的 

な学習の時間により、主体的に課題解決を図る学び方の定着を図る。 

（１）児童個々の「探究の種」探しによる、学習計画づくり 

（２）情報収集の方法を選択し、友達との協働的な整理・分析・考察 

（３）「学びの基礎基本」の活用を核とした他教科との関連 

 

 

３ 学級づくり（学習基盤の視点）                               

   人間関係調整に係るプログラムを取り入れ、学級経営の充実 

を図り、学びの基盤をつくる。 

（１）アンケート結果を活かした児童の自発的・自治的活動の促進 

（２）自己肯定感、自己有用感の向上への指導・支援の充実 

（３）レジリエンスの視点を活かした道徳科の授業づくり 

 

４ 内面づくり（レジリエンスの視点） 

「心のもちよう」を前向きにし、学びに向かうしっかりとした土台 

をつくるための児童個々のレジリエンスの向上を図る。 

（１）実態把握 

レジリエンスアンケートの実施と家庭との連携 

（２）人間関係調整力を高める取組 

パワフルキッズタイムの効果的な実施 

（３）レジリエンスを高める「目標設定」と「振り返り」及び教師の 

「評価」の工夫  

 

 

【探究的な学びの過程】 

【レジリエンスの７つの視点】 

「レジリエンス」 
困難をしなやかに乗り越え回復する力 

児童の意識化、学習での活用を図りながら

自己調整力への転化を目指す。 

 

【学級の基盤づくりの方途】 

【総合的な学習の時間に係るガイダンス】 



授業づくり研究の実際

「学び方選び」のための共通理解

児童が自らの学びを再構成するための教師のコーディネート
学び直し
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振り返り
学習の成果と課題をつかみ、次の学習へ生かすために

家庭学習での学びを生かす授業展開

【①と④の視点を使った振り返り】

【予習として家庭学習で書いてきた児童の考え】

児童に学びの見通しをもたせる手立て単元ガイダンス

【１～３年生】　

家庭学習と関連

【予習したものを他者参照し考えを共有する】

【国語の単元計画表】 【算数の自己分析レーダーチャートと単元計画】

振り返り

【振り返りの視点を共有】

【ICTを活用した振り返りと即時フィードバック】
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　教師が設定した見
方・考え方を働かせ
た単元目標と児童の
振り返りを分析した
コメント

【４～６年生】　

学びを自己調整する振り返りの場の設定

　レーダーチャートで自分の学
びを自己分析して、学び方のめ
あてを立てる。授業後や単元終
了後に振り返りを記入する。



　生活の中で「不思議」「もっと調べて
みたい」とそれぞれ思った課題を探究学
習のテーマとする。自分で学習計画を立
てる。

　仮説を基に課題解決を見通し、実験や現
地調査、調理などの様子を記録して、写真
や図、表にまとめ分析・考察を行う。

　まとめたものを発表し、探究で
の学びの成果を伝える。

　テーマについて「一人で・友達と・先生
と」を選択しながら、自分の学習状況に合
わせて、学習を進める。【実験や調理、現
地調査など収集の方法も選択する】

探究的な学びを通して、「学び方」を習得し、汎用化する

探究学習
　【総合的な学習の時間】

学級力の向上

課題の設定 情報の収集

整理・分析まとめ・表現

学級づくりも「自分で、自分たちで」

研究の実際 学び方づくり・学級づくり

　児童の自発的・自治的活動を促すた
めの学級力アンケートを実施。アンケ
ート結果（レーダーチャート）をもと
に、学級の成果と課題、今後の取組に
ついて話し合う。その後は、取組をも
とに、意識的に改善に向けた声かけや
定期的な振り返りを行い、児童の自分
たちの力で学級をよりよくしようとい
う意欲を高める。



・「頑張ったことや嬉しかったこと」
などを３つ探し、友だちと共有

４～６年生対象
【個人及び学級全体の分析】

レジリエンス
アンケート

帰りの会で よかったこと
さがし

朝の会・帰りの会で

・レジリエンスの視点を踏まえ、今日の目標を決め、
帰りの会で振り返る。

目標設定と
振り返り

学級：毎週1回
全校（縦割り班）：月1回

・構成的グループエンカウ
ンターやソーシャルスキル
を取り入れたエクササイズ
を実施

パワフル
キッズタイム

運動会や水泳大会、持久
走大会等の行事を中心に

・目標や意気込み、目標達成に向けて頑張ることだけでなく、
『うまくいかなかったときにどうするか』の視点を加える。

行事カード

内面づくり研究の実際

４～６年生がタブレット
での家庭学習で実施

【嬉しかったことや頑張ったことを入力、月末にフィードバック】

一行日記

振り返りポスター ペアで 全体で

アンケート結果は
学期の目標設定に
つなげている。



  研究の成果   

 

話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた

り、広げたりすることができていますか。 

授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、

自分から取り組むことができていますか。 

授業で、分かった点や分からなかった点を見

直して、次の学習に取り組んでいますか。 

分からなかったことやくわしく知りたいこ
とがあったときに、自分で学び方を考え、工
夫することができていますか。 

「熊本の学び」実現への取組は 
児童を、対話や話合い活動を通じて学びを深める力を身に付け、協働的な学びを楽しむ姿へと高

めている。児童は、学習の振り返りを自発的に行い、次の学びにつなげたり、自分で学び方を工夫
したりしながら、課題の探究を主体的に行っている。さらに、ストレス耐性や自己調整力を高め、
心の安定を保ちながら学校生活を送る力を備えつつある。 

※本校独自アンケート結果（対象：３～６年生） ※本校独自アンケート結果（対象：３～６年生） 

※本校独自アンケート結果（対象：３～６年生） 

※「全国学力・学習状況調査 児童質問調査」結果 

本校独自アンケート結果（対象：３～６年生） 


